
 

京都総合法律事務所の野﨑隆史です。

「京都から紛争をゼロにする。」を合言葉に今月もメルマガスタートです。
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【１】今月の法律ニュースTop３

第３位　AIに従った弁護士は免責されるか
経済産業省の「AI利活⽤における⺠事責任の在り⽅に関する研究会」の第１回
会議の想定事例は

・事例１：AIが示した配送ルートで事故した配送業者
・事例２：AIの回答が嘘だった弁護士
でした。今月号では事例２について解説します。

＜事例２＞

A社：汎⽤的な⼤規模⾔語モデルの開発・提供業者。
B社：A社が開発・提供した⼤規模⾔語モデルをファインチューニングし、推論
時に⾃社で作成した法令・裁判例データベースから関連情報を検索してモデル

入力に統合し、チャットボット形式のAIサービスを提供する業者。
弁護⼠Cは、担当する事件の書類をB社のAIサービスに読み込ませた結果、勝訴
できる可能性が高いという結論であったため、それを信じて判決に突き進んだ

が、AIサービスは実在しない架空の裁判例に依拠しており、実存する裁判例は
不利なものが⼤多数であったこともあって全⾯的に敗訴した。

Q1．弁護⼠Cは、依頼者に対しどのような責任を負うか。
Q2．A社とB社は、弁護士Cの依頼者に対し、何らかの責任を負うか。

いきなり回答を見る前にちょっと考えてみてください。

A1．（弁護士Ｃの責任）

 



事例１のカーナビを信じた配送業者の例と同じで、プロとしてAIを鵜吞みにせ
ず正しい判断をすべき責任があり、AIを信じたことは免責理由にならない。

A2．（AIサービス提供業者の責任）
カーナビの例と同じで、契約上の責任は契約相手以外には負わないのが原則。

もっとも、次のような場面では不法行為責任が問題になり得る。

・A社の⼤規模⾔語モデルは、特定の法分野について過度に強化学習を⾏うと
当該法分野については回答精度が向上するが、当該法分野での考え⽅を別の法

分野にも誤って援⽤し、架空情報を⽣成する可能性が著しく⾼まる状態にあっ

たにもかかわらず、そのことが説明されていなかった結果、B社が過度な強化学
習を⾏い、特定の法分野において回答精度が著しく低い状態となった場合。

・B社はサービス全体の出⼒精度が⾼いことをアピールしていたが、実際にはB
社のデータベースには特定の法分野に関するデータが存在しておらず、当該法

分野においては不正確な出⼒が頻発しやすい状態となっていたにもかかわら

ず、その当該リスクを全く説明していなかった場合。

第２位　モームリに警視庁が弁護士法違反で家宅捜索

退職代行サービスの最大手に警視庁が弁護士法違反で家宅捜索したこのニュー

スは世間に衝撃を与えたと思います。

退職届を取り次ぐだけでなく、辞める会社に未払残業代を請求するケース等で

弁護士を紹介し、その弁護士から紹介料のキックバックを受けていたことが問

題となったようです。

弁護士法では、報酬を得る目的での弁護士紹介や弁護士と弁護士法人以外の者

による法律事務の取扱いが禁止されています。事件屋の横行や依頼者が法律的

な保護を正しく受けられない事態等を防止するためです。

辞める会社に自分が連絡したくない気持ちはわからなくもないですし、そのニ

ーズが年間2万件の利用実績に表れていますね。
昨年11月に東京弁護士会が「退職代行サービスと弁護士法違反」という記事を
掲載して注意喚起していますが、弁護士サイドも改めて正しい情報の提供に努

めなければならないと感じた次第です。

第１位　「ちゃん」付けするとセクハラ？

「〇〇ちゃん」と呼ぶとセクハラというニュースが席巻しています。

佐川急便の営業所に勤務していた女性が、年上の同僚から、名前をちゃん付け

で呼ばれたり、「かわいい」「体形良いよね」と言われたという事実があり、そ

の後、うつ病と診断され、退職したようです。

女性がこの同僚を訴え、東京地裁は、2025年10月23日の判決で、
・ちゃん付けは幼い子どもに向けたもので、業務で用いる必要はない。

・男性が親しみを込めていたとしても不快感を与えた。



・一連の発言も含め、羞恥心を与える不適切な行為だった。

と判断し、22万円の損害賠償を命じました。なお、会社も訴えられており、会
社は今年2月に70万円の解決金を支払うこと等の内容で和解したようです。

正確には「ちゃん」付けで一発セクハラというわけではなさそうですが、さり

とてわざわざ「ちゃん」付けする必要はないわけです。

＜弁護士リチャードソンの的確なアドバイス＞

「センセ、ちゃんづけはセクハラでっか？」

　　――それだけでは違うと思いますよ。
「判決出た言うてますで」

　　――それだけではなかったからですね。
「ちゃんづけはええんですな？」

　　――ええことはないです。
「どっちでんねんな」

　　――なんでちゃんづけしたいんです？
「かわええですやん」

　　――それやがな。
最先端の労働情報は弁護士リチャードソンでキャッチアップ。　 

弁護士リチャードソンのX

【２】京都総合法律事務所のサービス

当事務所は訴訟や交渉といった臨床法務の知見を活かした予防法務・戦略法務

としてこんなサービスを提供しています。

✅会社に機動的な弁護士集団を「リーガルサポート」

✅プロが矜持と覚悟をもって臨む「契約書チェックサービス」

✅上場企業、大学、病院等での多数の実績「ハラスメント等の通報窓口」

✅景品表示法・薬機法対応「広告チェックサービス」

✅「お客様は神様です」の誤解を解き、従業員を守る「クレームガード」

✅意思決定、ガバナンスに最適な弁護士を「社外役員」

詳しくはこちら

【３】編集後記

我らが阪神タイガースはドラフトも強さを見せてくれました。クジを開いた藤

川監督がクジ開かずに胸に当てたままカッコいいポーズをしている新庄監督を

チラ見したのでアナウンサーも一瞬騙されましたね。

日本シリーズ第一戦、石井大智選手のマッスルから放たれるストレートはキャ

ッチャーミットへの白い球筋は本当に美しく見惚れます。それをしっかり打ち

https://twitter.com/richaso_law?zc_cid=$[CONTACTID]$
https://kyotosogo-law.com/%e4%ba%ac%e9%83%bd%e7%b7%8f%e5%90%88%e6%b3%95%e5%be%8b%e4%ba%8b%e5%8b%99%e6%89%80%e3%81%ae%e3%82%b5%e3%83%bc%e3%83%93%e3%82%b9%ef%bc%88%e4%b8%80%e9%83%a8%ef%bc%89%e3%81%ae%e3%81%94%e7%b4%b9%e4%bb%8b/?zc_cid=$[CONTACTID]$


返す柳田悠岐選手の素晴らしいこと。

第二戦、これはもう仕方ないですね。

厳しく面白い野球のまま日本一になってください！

F1メキシコGP、タイヤ交換のロスタイムで惜しくもポイントを逃がしました
が、角田裕毅選手にとっては力を尽くしたレースだったと思います。正しく評

価されることを願うばかりです。マックス・フェルスタッペン選手もじわじわ

差を詰め、マクラーレン勢との三つ巴。2025年も最後まで目が離せません。

それではまた来月！

（弁護士 野﨑隆史）

各種無料ダウンロードはこちら
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